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Ⅰ 教育活動  

教育実践上の主な業績 年月日 概          要 

 １ 教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）     

講義内容を使用者制限のついたウェブサイト（ブラックボー

ド）に公開 

2006 年 4 月～現在 講義内容をパワーポイントに要約し、ブラックボードという講座受講者のみがアクセス

できるウェッブサイトに掲載し、受講者の学習の便を図っている。 

 ２ 作成した教科書、教材、参考書      

言語、文化、認知に関する専門用語の選択とその定義、用法

の執筆 

2014 年 3 月  パルグレーブ・マクミラン社から出版した Approaches to Language, Culture, and 

Cognition（『言語、文化、認知へのアプローチ』）の補足として用語解説を巻末に付

した。用語の選択とそれぞれの語句の簡潔な定義、用例を執筆することで教科書として

使えることを意図した（299－302 ページ）。  

 ３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等     

      

 ４ その他教育活動上特記すべき事項      

      

Ⅱ 研究活動 

著書・論文等の 

名   称 

単著・共

著の別 

発行または発表の年月

（西暦でも可） 

発行所、発表雑誌 

（及び巻・号数）等の名称 

編者・著者名 

（共著の場合のみ記入） 
該当頁数 

著書             

Approaches to Language， 

Culture, and Cognition: 

The Intersection of 

Cognitive Linguistics 

and Linguistic 

Anthropology 

共著 2014 年 7 月 英国 Palgrave MacMillan（パルグレ

ーブ・マクミラン）出版 

Masataka Yamaguchi, Dennis, Tay, 

Benjamin Blount 編 

1－24 ページ 

及び 217－233 ページ 

「異文化間対話における

雑談の美学 

―Rapport（対人構築的

-report（情報伝達的）機

共著 2016 年 2 月 ひつじ書房 村田和代,井出里咲子編『雑談の美学―言

語研究からの再考』 

239－260 ページ 



能連続性仮説の立場から

―」 

論文             

Reconsidering 

communicative 

competence in Web 2.0 

environments: Asians in 

the library and four 

parodic responses on 

YouTube. 

単著 2013 年 10 月 

 

Language & Communication 

33(4), Part A 

オランダ Elsevier 出版 

   376-389 ページ 

Finding culture in 

‘poetic’ structures: 

The case of a 

‘racially-mixed’ 

Japanese/New Zealander. 

単著 2012 年 1 月 Journal of Multicultural 

Discourses, 7(1) 

英国 Routledge 出版 

 99-117 ページ 

Ⅲ 学会等および社会における主な活動 

国際語用論学会  2005 年 12 月～現在 会員 

社会言語科学会  2014 年 12 月～現在 会員  

社会言語科学会 2015 年 12 月～現在 広報委員 

Discourse, Context, and Media（定

期刊行学術誌） 

2012 年～現在 編集委員（Editorial Board Member） 

 

 


